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2023年 7月 13日 

栃木市 

東京電力パワーグリッド株式会社栃木南支社 

 

ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定の締結について 

 

栃木市（市長：大川 秀子）と東京電力パワーグリッド株式会社栃木南支社（支社長：金子 賢

一、以下、「東電ＰＧ」 ）は、「ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定（以下、「本協

定」）」を本日、締結しました。 

自治体と一般送配電事業者がゼロカーボンシティに関する協定を締結するのは、栃木県では４事例目

になります。 

 

本協定は、栃木市のゼロカーボンシティ（2050 年二酸化炭素排出実質ゼロ）の実現に向けて、環

境・エネルギーの分野において、連携を強化することにより、相互の強みを最大限活かし、地域課題の解決

に協働して取り組み、脱炭素なまちづくりを推進するものです。 

 

栃木市は、本年２月に 2050 年までに二酸化炭素排出実質ゼロ「ゼロカーボンシティ」を目指すことを

表明し、３月に策定した「第２次栃木市環境基本計画」に示した、「豊かな自然と歴史 みんなでつなぐ 

環境都市とちぎ」という環境像実現に向けて取り組みを推進しております。 

 

東京電力グループは、2050年におけるCO2排出量実質ゼロの目標を掲げ、ゼロカーボンシティの実現

に向け、ゼロエミッション電源の開発と送配電ネットワークを活用した再生可能エネルギーの需要のさらなる

電化促進と地産地消などの実現を目指しており、具体的には、以下の提案を進めてまいります。 

 

（１） 再生可能エネルギーの地産地消や面的利用ができるネットワークの検討 

（２） 電気自動車（EV）の活用など脱炭素化に向けた電化等のエネルギー転換の推進 

（３） 高効率の空調・給湯機器・熱源の導入ならびに建物設備の ZEB・ZEH 化などによる省エネの

推進 

（４） 再エネ設備・蓄電池導入ならびに EV活用によるレジリエンス強化への取組み 

（５） 自然環境の保全など、循環型まちづくりに関する連携 

 

栃木市および東電ＰＧは、本協定の締結を契機に、2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、主体

的・総合的に取り組んでまいります。 

 

＜別紙１＞ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定書 

＜別紙２＞栃木市と東京電力パワーグリッドの連携協定全体像 

＜別紙３＞ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定締結式 

以 上 

 

本発表内容に関する報道関係者の問い合わせ先 
栃木市 カーボンニュートラル推進課  TEL：0282-21-2591（直通） 

東京電力パワーグリッド株式会社栃木南支社渉外担当  TEL：0285-35-3211（直通） 

 



＜別紙１＞



再生可能エネルギーの地産地消・面的利用
・再生可能エネルギーの導入
・地域内再エネ設備の域内活用

栃木市と東京電力パワーグリッド株式会社の連携協定全体像

省エネルギーの推進
・建物設備のZEB・ZEH化

環境保全
・湿地等の生物多様性の保全
・豊かな自然環境の持つ多様な機能維持

【本協定の目指すところ】
2050年までにゼロカーボンシティの実現に向けた環境保全・エネルギーの最適化に向けた
連携・協働と共創推進による脱炭素社会・循環型社会の実現

＜別紙２＞

電化・エネルギー転換
・EVの導入推進
・高効率空調・給湯設備等の導入

レジリエンス強化への取組み
・再エネ設備＋蓄電池の導入
・災害時のEV活用

蓄電池
ヒートポンプ

EV充電器
ZEB

公共施設

住宅

宅内IoT蓄電池

省エネ・ZEH

地域内分散電源
太陽光発電 ごみ発電

太陽光発電・蓄電池

避難所
V2X

地域内の再エネ電力消費

事業所施設等
公共施設

商業施設

EV

EV充電器

蓄電池

ヒートポンプ

生物多様性の保全

環境保全活動
自然環境機能維持・向上

栃木市

EV

EV充電器の整備

EV EV充電器

電力融通



＜別紙３＞ 

ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定締結式 

 

 

 

 

 

      【左から、金子栃木南支社長（東電ＰＧ）、大川市長（栃木市）】 

 


